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　第61回西置賜地区駅伝競走大会が、11月４日、おぐに開発総合センター
をスタートに全12区間49.7㎞で健脚を競った。スタート地点には多くの
かたが集まり、第１区の選手たちが９時15分の号砲とともに威勢よくス
タートを切ると、大きな声援が飛び交った。小国チーム１区を走る山口小
雪希さんも地元の声援を受けてスタートダッシュ。がんばれ小国！

地元の声援を受けて

広報



小
国
町
の
子
育
て
支
援

■
特
定
不
妊
治
療
費
助
成

　

不
妊
に
悩
み
、
不
妊
治
療
を
受
け
て
い
る
夫

婦
に
、
国
お
よ
び
県
が
実
施
す
る
特
定
不
妊
治

療
助
成
制
度
に
上
乗
せ
し
て
助
成

■
妊
婦
健
診
費
用
補
助

　

全
14
回
（
妊
娠
12
週
前
後
～
40
週
前
後
）
分

の
健
診
費
用
を
助
成

■
妊
産
婦
歯
科
健
診
費
用
助
成

　

母
子
手
帳
交
付
時
か
ら
産
後
６
カ
月
ま
で
に
、

１
回
分
の
費
用
を
全
額
助
成

■
妊
産
婦
さ
ん
相
談

　

妊
娠
中
の
体
や
胎
児
の
こ
と
、
産
後
の
体
と

心
、
授
乳
の
方
法
や
乳
房
に
関
す
る
悩
み
な
ど

の
相
談
で
、
初
回
の
相
談
費
用
を
町
が
負
担

■
両
親
学
級

　

妊
娠
さ
れ
た
か
た
と
そ
の
配
偶
者
の
か
た
を

対
象
に
、
妊
娠
・
出
産
・
育
児
に
関
す
る
学
習

会
を
実
施

■
風
し
ん
抗
体
検
査
・
予
防
接
種
費
用
助
成

　

妊
娠
を
予
定
ま
た
は
妊
娠
し
て
い
る
女
性
と

そ
の
家
族
を
対
象
に
、
風
し
ん
抗
体
検
査
お
よ

び
予
防
接
種
費
用
を
助
成

■
出
産
支
援
金

　

母
子
手
帳
の
交
付
を
受
け

た
か
た
に
、
５
万
円
（
お
祝

い
金
２
万
円
、
白
い
森
共
通

商
品
券
３
万
円
分
）
を
贈
呈

■
赤
ち
ゃ
ん
応
援
ギ
フ
ト
事
業

　

出
生
児
に
記
念
品
と
子
育
て
支
援
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
贈
呈
し
、
子
育
て
家
庭
を
応
援

■
新
生
児
訪
問

　幼稚園や認定こども園、保育園に通う３歳から５歳児の子どもと、一部の０歳から２歳
児の子どもの利用料が無料になる、いわゆる幼児教育・保育の無償化が今年10月からスター
トしました。本町では、これに合わせて町独自で副食費の支援を開始しました。さらに、
これまでも子育て世代の負担軽減や子育て環境の充実を図るため、保育料の軽減や高校生
までの医療費無料化などの支援とともに、子育て支援センターの設置や子育て世代へのサ
ポート事業などを展開してきました。今月は、本町の子育て支援に係る各種施策や取り組
みを紹介するとともに、消費税増税に伴う国の子育て関連制度などについて紹介します。

地域全体で子どもを育む
～子育て環境の充実と、子育てしたい町を目指して～
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生
ま
れ
た
子
ど
も
と
産
婦
さ
ん
を
対
象
に
保

健
師
が
家
庭
を
訪
問
し
、
発
育
・
発
達
や
育
児

相
談
を
実
施

■
乳
児
の
健
康
相
談

　

乳
児
を
対
象
と
し
た
保

健
師
・
栄
養
士
の
健
康
相

談
を
実
施

■
乳
幼
児
健
康
診
査

　

４
カ
月
児
・
１
歳
児
・
１
歳
６
カ
月
児
・
３

歳
児
の
健
康
診
査
、
２
歳
児
の
歯
科
健
康
診
査

■
タ
ッ
チ
ケ
ア

　

生
後
２
カ
月
か
ら
歩
く
前
の
乳
幼
児
を
持
つ

保
護
者
に
、
専
門
の
指
導
員
が
赤
ち
ゃ
ん
と
の

ふ
れ
あ
い
遊
び
や
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
指
導

■
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

　

４
カ
月
児
健
診
時
に
、
乳
児
の
心
の
発
達
に

大
切
な
や
さ
し
い
声
で
の
語
り
掛
け
で
保
育
士

が
読
み
聞
か
せ
を
し
、
本
を
贈
呈

■
予
防
接
種
費
用
助
成

　

乳
幼
児
お
よ
び
児
童
生
徒
の
定
期
接
種
お
よ

び
一
部
任
意
接
種
費
用
を
助
成

■
フ
ッ
素
塗
布
・
フ
ッ
素
洗
口

　

１
歳
６
カ
月
か
ら
３
歳
ま
で
は
フ
ッ
素
塗
布

を
、
年
中
・
年
長
児
に
は
フ
ッ
素
洗
口
を
実
施

■
未
熟
児
養
育
医
療
給
付

　

養
育
の
た
め
入
院
が
必
要
な
未
熟
児
に
対
し
、

医
療
に
要
す
る
費
用
を
支
給

■
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

　

子
育
て
の
お
手
伝
い
を
し
て
ほ
し
い
か
た
と

お
手
伝
い
し
た
い
か
た
が
会
員
登
録
し
、
会
員

相
互
に
よ
り
援
助
活
動
を
行
う

■
児
童
手
当

　

中
学
校
卒
業
ま
で
の
児
童
生
徒
を
養
育
し
て

い
る
か
た
に
、
児
童
の
年
齢
等
に
応
じ
て
手
当

少
子
化
の
進
行
と
環
境
変
化

　

41
人
。
こ
れ
は
平
成
29
年
に
小
国

町
で
生
ま
れ
た
子
ど
も
の
数
で
す
。

平
成
８
年
に
は
１
１
０
人
、
平
成
18

年
に
は
63
人
と
出
生
数
が
年
々
減
少

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
人
口
減
少

社
会
に
突
入
し
た
日
本
で
は
、
全
国

各
地
で
ほ
ぼ
同
様
の
状
況
に
あ
り
ま

す
。
日
本
全
体
の
年
間
出
生
数
は
、

第
１
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
（
昭
和
22
～

24
年
）
に
約
２
７
０
万
人
、
第
２
次

ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
（
昭
和
46
～
49
年
）

に
２
０
０
万
人
で
し
た
が
、
そ
れ
以

降
年
々
減
少
を
続
け
、
平
成
29
年
に

は
94
万
人
と
な
っ
て
お
り
、
加
速
度

的
に
少
子
化
が
進
行
し
て
い
ま
す
。

　

少
子
化
の
進
行
に
は
、
未
婚
率
の

上
昇
や
晩
婚
化
、
晩
産
化
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
要
因
が
あ
げ
ら
れ
、
結
婚
や

出
産
に
対
す
る
価
値
観
の
変
化
や
、

子
育
て
に
対
す
る
負
担
感
、
経
済
的

な
不
安
な
ど
が
少
子
化
の
大
き
な
原

因
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
核

家
族
世
帯
の
増
加
や
共
働
き
家
庭
な

ど
、
子
育
て
環
境
も
大
き
く
変
化
し

て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
こ
う
し
た
社
会
環
境
の

変
化
に
対
応
し
、
心
豊
か
で
健
や
か

な
小
国
っ
子
を
育
ん
で
い
く
た
め
、

平
成
27
年
１
月
に「
小
国
町
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
」を
策
定
し
、

各
種
の
子
育
て
支
援
策
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
主
な
支
援
内
容
に
つ
い
て

は
ペ
ー
ジ
下
段
に
そ
の
概
要
を
掲
載

し
て
い
ま
す
が
、こ
れ
ま
で
も
妊
娠
・

出
産
・
育
児
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階

に
応
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

町
で
は
、
子
育
て
家
庭
に
対
す
る

育
児
支
援
を
行
い
、
地
域
全
体
で
子

育
て
を
支
援
す
る
基
盤
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
、
平
成
14
年
度
か
ら
小
国

町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー（
以
下「
支

援
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
。）
を
設
置

し
て
い
ま
す
。支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

主
に
保
育
園
等
入
園
前
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、
遊
び
の
場

を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
保
護
者
同

士
の
ふ
れ
あ
い
や
育
児
に
関
す
る
情

報
交
換
、
悩
み
相
談
の
場
と
し
て
機

能
し
て
い
ま
す
。

　

０
歳
と
２
歳
の
子
ど
も
を
持
つ
、

支
援
セ
ン
タ
ー
を
利
用
さ
れ
て
い
る

斎
藤
晴
美
さ
ん
（
岩
井
沢
）
は
、「
上

の
子
が
４
カ
月
健
診
の
時
、
先
生
に

声
を
か
け
て
も
ら
い
支
援
セ
ン
タ
ー

を
利
用
し
始
め
ま
し
た
。
保
育
園
の

中
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
場
所
や
利

用
方
法
な
ど
不
安
で
し
た
が
、
実
際

に
利
用
し
て
み
る
と
、部
屋
も
広
く
、

子
ど
も
の
興
味
を
ひ
く
お
も
ち
ゃ
が

た
く
さ
ん
あ
り
、
同
年
代
の
子
ど
も
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国
で
は
、
今
年
10
月
か
ら
消
費
税

増
税
に
伴
う
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援

策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ひ
と
つ
が
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付

を
支
給

■
保
育
料
の
軽
減
（
３
～
５
歳
は
無
料
）

　

18
歳
未
満
の
児
童
が
３
人
以
上
い
る
世
帯
の

第
３
子
以
降
の
保
育
料
無
料
。
同
時
入
所
お
よ

び
同
時
入
所
以
外
の
第
２
子
の
保
育
料
半
額

■
母
子
家
庭
等
修
学
費
援
助

　

母
子
家
庭
・
父
子
家
庭
お

よ
び
父
母
の
い
な
い
家
庭
で

養
育
さ
れ
て
い
る
小
・
中
・

高
校
の
い
ず
れ
か
に
在
学
し

て
い
る
児
童
生
徒
の
修
学
費

を
援
助

■
保
育
園
副
食
費
の
無
償
化

　

保
育
無
償
化
に
伴
い
発
生
し
た
副
食
費
（
お

か
ず
・
お
や
つ
）
負
担
額
を
町
か
ら
各
保
育
園

に
補
助

■
病
後
児
保
育
室
の
開
設

　

病
気
の
回
復
期
に
あ
り
、
集
団
ま
た
は
家
庭

で
の
保
育
が
困
難
な
場
合
に
、
看
護
師
と
保
育

士
が
連
携
し
て
子
ど
も
を
預
か
り
ま
す

■
子
育
て
支
援
医
療
給
付

　

０
歳
児
か
ら
高
校
３
年
生
ま
で
の
医
療
費
を

全
額
助
成

■
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
給
付

　

18
歳
以
下
の
児
童
生
徒
を
扶
養
し
て
い
る
、
ひ

と
り
親
家
庭
等
を
対
象
に
医
療
費
を
全
額
助
成

■
児
童
扶
養
手
当

　

ひ
と
り
親
家
庭
等
で
父
も
し
く
は
母
ま
た
は

養
育
者
に
、
一
定
の
条
件
を
満
た
し
た
場
合
に

手
当
を
支
給

■
就
学
援
助

　

町
立
小
・
中
学
校
在
籍
の
児
童
生
徒
が
い
る

世
帯
で
、
就
学
が
困
難
な
家
庭
に
、
学
用
品
や

給
食
に
か
か
る
費
用
を
助
成

▲斎藤晴美さんと翠くん親子

が
集
ま
る
た
め
、
子
ど
も
に
も
刺
激

に
な
っ
て
い
い
で
す
し
、
私
自
身
も

色
々
な
か
た
と
話
を
す
る
こ
と
が
で

き
て
、
子
ど
も
と
自
分
自
身
の
気
分

転
換
に
な
っ
て
い
ま
す
。」
と
話
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
月
１

回
程
度
、
専
門
の
講
師
を
招
き
子
育

て
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
情

報
を
提
供
す
る
子
育
て
講
座
や
誕
生

会
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
な
ど
の
事
業

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

保
育
料
の
無
償
化
が
ス
タ
ー
ト

商
品
券
で
す
。
こ
れ
は
、
住
民
税
非

課
税
の
か
た
や
小
さ
な
乳
幼
児
の
い

る
世
帯
を
対
象
に
、
対
象
者
１
人
に

つ
き
最
大
２
万
５
千
円
分
の
商
品
券

を
２
万
円
で
購
入
で
き
る
も
の
で
、

子
育
て
世
帯
に
つ
い
て
は
、
自
宅
に

届
い
た
購
入
引
換
券
と
本
人
確
認
書

類
を
販
売
窓
口
で
提
示
す
る
こ
と
で

購
入
が
可
能
で
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
が
、
幼
児
教
育
・
保

育
の
無
償
化
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

３
～
５
歳
児
ま
で
の
全
て
の
子
ど
も

と
、
０
～
２
歳
児
ま
で
の
住
民
税
非

課
税
世
帯
の
子
ど
も
の
保
育
料
が
無

料
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
こ
れ
ま
で
保
育
料
の
中 ▲支援センターでは写真アートなども行っている

小
国
町
独
自
の
支
援
策

　

こ
う
し
た
中
、
本
町
に
お
い
て
は

子
育
て
環
境
の
充
実
と
保
護
者
の
負

担
軽
減
を
図
る
た
め
、
保
育
園
等
に

通
う
全
て
の
子
ど
も
た
ち
の
副
食
費

を
町
が
独
自
支
援
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
３
～
５
歳
児

に
つ
い
て
は
、
副
食
費
も
含
め
保
育

料
に
係
る
部
分
が
完
全
無
償
化
と
な

っ
て
い
ま
す
。

に
含
ま
れ
て
い
た
子
ど
も
た
ち
に
保

育
施
設
で
提
供
さ
れ
る
食
事
（
お
か

ず
・
お
や
つ
）
の
実
費
相
当
額
で
あ

る
「
副
食
費
４
５
０
０
円
」
に
つ
い

て
は
、
無
償
化
後
も
引
き
続
き
、
３

～
５
歳
児
の
年
収
３
６
０
万
円
以
上

世
帯
の
第
１
子
と
第
２
子
、
０
～
２

歳
児
の
住
民
税
非
課
税
世
帯
と
第
３

子
以
外
の
子
ど
も
に
つ
い
て
は
、
保

護
者
に
負
担
を
求
め
る
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
副
食
費
に
つ
い

て
は
、
各
保
育
施
設
が
保
護
者
か
ら

直
接
徴
収
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な

ど
、
複
雑
か
つ
煩
雑
な
作
業
を
保
育

園
が
担
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
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保育料 保育料 保育料
無償化

副食費

主食費

保
護
者
負
担

１号認定
（幼稚園、認定こども園等）

２号認定
（認定こども園、保育園等）

～令和元年９月30日

実　費
実　費

実　費

１・２号認定
（幼稚園、認定こども園等）

小国町の場合
（全ての子ども）

令和元年10月１日～

保育料
無償化

実　費

免除（町負担）

保護者負担

※国の制度上で
も一部世帯に
ついては、副
食費が免除さ
れています。

※町内の認定こど
も園、 保 育 園
は 主 食 費 を、
米飯持参に替
えています。

▲幼児教育・保育の無償化による保護者負担の変化

保
護
者
負
担

子
育
て
し
た
い
町
お
ぐ
に
へ

　

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
進
行

し
、
生
活
様
式
や
価
値
観
が
多
様
化

す
る
中
で
、
町
で
は
こ
れ
ま
で
に
も

誰
も
が
安
心
し
て
妊
娠
・
出
産
・
子

育
て
の
で
き
る
環
境
の
整
備
を
進
め

て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
10
月

か
ら
消
費
税
増
税
分
を
財
源
に
保
育

料
等
の
無
償
化
を
は
じ
め
、
各
種
子

育
て
支
援
策
が
展
開
さ
れ
る
な
ど
、

国
全
体
で
子
育
て
に
対
す
る
支
援
が

講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
公
費
を
投
じ

て
子
育
て
に
対
す
る
支
援
を
拡
充
す

る
背
景
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
子
育
て

は
家
庭
で
行
う
も
の
と
い
う
認
識
か

ら
、
子
育
て
は
地
域
全
体
で
担
っ
て

い
く
も
の
と
い
う
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
な

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

町
で
は
、
子
ど
も
や
子
育
て
家
庭

の
状
況
と
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
、

子
ど
も
の
健
や
か
な
育
ち
と
保
護
者

が
子
育
て
や
子
ど
も
の
成
長
に
喜
び

や
生
き
が
い
を
実
感
で
き
る
環
境
を

地
域
全
体
で
創
出
す
る
た
め
の
支
援

を
今
後
と
も
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

▲例年９月末に行われる高齢者体育大会では町
　内各保育園が元気いっぱいに踊りを披露する

　　　▲鈴木秀人さん・沙耶香さん夫婦
　　　　と娘さんの香椰乃ちゃん

※０～２歳児については、
３号認定となるため、一
部の世帯を除いて第１
子、第２子の場合には保
育料が発生します。

　

今
年
４
月
に
保
育
園
に
入
園
し
た

年
少
（
３
歳
）
児
の
子
ど
も
を
持
つ

鈴
木
秀
人
さ
ん
・
沙
耶
香
さ
ん
夫
婦

（
小
玉
川
）
は
、「
保
育
園
で
説
明
会

が
開
か
れ
、
無
償
化
と
い
え
ど
も
負

担
が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
が
、
副
食

費
分
も
町
が
負
担
す
る
と
い
う
話
を

聞
き
、
小
さ
な
町
だ
け
ど
そ
こ
ま
で

し
て
く
れ
る
の
か
と
思
い
、
と
て
も

あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。
町
に
は

子
育
て
に
関
す
る
多
く
の
制
度
が
あ

り
、
大
変
あ
り
が
た
い
で
す
。
一
方

で
、
遊
ぶ
場
と
い
う
面
で
は
、
ち
ょ

っ
と
遊
ば
せ
た
い
と
思
っ
て
も
町
外

に
行
か
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
以
前
、

高
畠
町
の
廃
校
体
育
館
を
改
装
し
た

施
設
に
行
っ
た
の
で
す
が
、
小
国
町

に
も
使
わ
れ
て
い
な
い
施
設
が
あ
り

ま
す
の
で
、
親
子
が
一
緒
に
楽
し
く

遊
べ
る
場
所
が
あ
れ
ば
い
い
と
思
い

ま
す
。
小
国
町
は
自
然
環
境
が
抜
群

で
す
し
、
雪
は
多
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
そ
れ
を
体
験
で
き
な
い
子
も

い
る
と
思
う
と
、
色
々
な
体
験
が
で

き
る
町
で
す
。
ま
た
、
人
が
少
な
い

こ
と
で
、
色
々
な
役
割
を
担
う
た
め

多
く
の
経
験
を
積
む
こ
と
が
で
き
、

そ
れ
が
子
ど
も
の
成
長
に
つ
な
が
る

と
思
い
ま
す
。
小
国
町
で
さ
ま
ざ
ま

体
験
や
勉
強
を
し
て
子
ど
も
と
一
緒

に
楽
し
く
生
活
し
て
い
き
た
い
で
す

ね
。」
と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
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　小国町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づき、
職員数、給与、勤務条件等の状況について、その概要をお知らせ
します。なお、詳細は町ホームページで公開しています。（http://
www.town.oguni.yamagata.jp）

扶 養 手 当 ・子ども１人につき10,000円、その他6,500円
　（満16歳から22歳までの子につき5,000円加算）

住 居 手 当 ・借家　月額12,000円を超える家賃を支払っている職員に対し、
　　　　27,000円／月を限度に家賃に応じて支給

通 勤 手 当
通勤距離2.0㎞以上を対象に支給
・交通機関等利用の場合　運賃等相当額　限度額55,000円／月
・自動車等利用の場合　距離数に応じて支給　2,500円～30,900円／月

期末勤勉手当

基準日（６月１日、12月１日）に在職する職員に支給
　　　　　　期末手当　　　勤勉手当
・  ６月期　　1.3月分　　    0.925月分
・12月期　　1.3月分　　    0.925月分
※３級以上の職員に対し、職務の級に応じて５％～15％の加算措置有り

時 間 外
勤 務 手 当

区 分 支 給 総 額 １人当たり平均支給額

29年度決算額 36,197千円 361千円

30年度決算額 28,176千円 296千円

退 職 手 当

月 額 期 末 手 当

給 料

町 長 810,000円 ６ 月 期　1.65月分

1 2 月 期　1.65月分

合 計　3.3月分

副 町 長 630,000円

教 育 長 560,000円

報 酬

議 長 310,000円 ６ 月 期　1.65月分

1 2 月 期　1.65月分

合 計　3.3月分

副 議 長 250,000円

議 員 235,000円

１週間の勤務時間
勤務時間の割り振り

週休日
始業時間 終業時間 休憩時間

38時間45分 ８:30 17:15 12:00～13:00 土曜日・日曜日

有給　年次有給休暇・病気休暇・特別休暇（結婚、出産、忌引き、夏季休暇、社会奉仕活動など）　
無給　介護休暇・組合休暇

■問合先　総務課行政管理室（☎62－2112）へ

■休暇制度の概要

■勤務時間（標準的なもの）

■特別職の報酬の状況

■主な職員手当の状況（一般職） （平成31年４月１日現在）

（各年度一般会計決算）

（平成31年４月１日現在）

（平成31年４月１日現在）

19.6695月
28.0395月
39.7575月
47.709月

勤続20年
勤続25年
勤続35年
最高限度額

24.586875月
33.27075月

47.709月
47.709月

自己都合 応募・定年

※定年前早期退職者に対して２％～45％の加算措置有り

※特別職の期末手当は、給料月額に35％加算した
　ものに支給割合を乗じます。

お知らせします

（平成31年４月１日現在）
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町職員の給与・人事行政の内容を

男 女 合 計

一般行政職 ２人 １人 ３人

医 師 職 １人 ０人 １人

技能労務職 １人 ０人 １人

そ の 他 ０人 ２人 ２人

合 計 ４人 ３人 ７人

一般行政職 税務職 医師職 医療技術職
看護

保健職
福祉職

（保育・介護）
企業職 技能労務職

その他
教育職

合計

30年 度 95人 ７人 ５人 18人 43人 12人 ２人 ５人 １人 188人

31年 度 96人 ７人 ４人 17人 43人 13人 １人 ６人 １人 188人

増 減 １人 ０人 －１人 －１人 ０人 １人 －１人 １人 ０人 ０人

男 女 合 計

定 年 退 職 ２人 ０人 ２人

応 募 退 職 ０人 ０人 ０人

普 通 退 職 ３人 ２人 ５人

合 計 ５人 ２人 ７人

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級

標 準 的 な 職 務 主事補・主事 主事 主任 係長・主査 室長 課長

職 員 数 23人 ７人 16人 22人 13人 15人

構 成 比 24.0％ 7.3％ 16.7％ 22.9％ 13.5％ 15.6％

住 民 基 本 台 帳 人 口
( 平 成 3 1 年 ３ 月 末 ) 歳 出 総 額（A） 人 件 費 （ B ） 人 件 費 率（B ／ A） 29 年 度 人 件 費 率

7,508人 6,285,066千円 890,133千円 14.2％ 14.1％

区 分 職 員 数（A）
給　　与　　費 １ 人 当 た

り 給 与 費

（ B ／ A ）
給 料 職 員 手 当 期末勤勉手当 計 （ B ）

30年度 109人 386,521千円 72,105千円 152,718千円 611,344千円 5,608千円

31年度 109人 398,039千円 87,147千円 161,569千円 635,237千円 5,828千円

区 分
平成30年度 平成31年度

平 均 年 齢 平 均 経 験 年 数 平 均 給 料 月 額 平 均 年 齢 平 均 経 験 年 数 平 均 給 料 月 額

一 般 行 政 職 40.1歳 19.0年 301,400円 40.8歳 19.3年 307,500円

技 能 労 務 職 41.1歳 18.1年 243,600円 40.4歳 17.3年 239,400円

小国町 国

一般行政職
大学卒 180,700円 180,700円

高校卒 148,600円 148,600円

技能労務職 高校卒 146,000円 －

28年度 29年度 30年度

小 国 町 94.4 95.1 96.1

県内町村平均 98.8 98.4 98.1

全国町村平均 96.3 96.4 96.4

■採用の状況 ■退職の状況

■職員数の状況

■一般行政職の級別職員数の状況

■人件費の状況

■職員給与費の状況

■平均給料月額・平均年齢

■初任給の状況 ■ラスパイレス指数の水準

（平成31年４月１日） （平成30年４月１日から平成31年３月31日）

（平成31年４月１日現在）

（平成31年４月１日現在）

（平成30年度一般会計決算）

（各年度一般会計当初予算）

（各年度４月１日現在）

（各年度４月１日現在）（平成31年４月１日現在）

※�ラスパイレス指数は、国家公務員の給与水準を100とした場合の給与水準を示す指数です。

※町長、副町長、教育長を除いた人数です。
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第38回飯豊連峰紅葉ジョギング大会

紅葉深まる飯豊山麓を駆ける
　第38回飯豊連峰紅葉ジョギング大会（永井博嘉
大会実行委員長）が、10月27日、旧小玉川小中学
校を発着点とするコースで開催され、県内外から
134人が参加しました。大会では、13キロ、５キロ、
２キロ、ウォーク＆ラン（6.5キロ）の４部門に分
かれて健脚を競いました。参加者はゴールを目指
し力走したり、紅葉を楽しみながら走ったりと、
思い思いに秋色深まる飯豊連峰の麓、小玉川地区
でのジョギングを楽しんでいました。

第33回黒沢峠祭り

歴史に思いを馳せ、交流を深める
　第33回黒沢峠祭りが、10月27日、黒沢峠祭り広
場などで開催され、町内外から多くのかたが参加
しました。この日は、市野々側から黒沢峠を越え
るトレッキングが行われたのち、祭り広場でバー
ベキューや地元のかたがたが用意した餅や漬物な
どに舌鼓を打ちながら、参加者同士の交流が行わ
れました。参加者は、歴史ある敷石道に思いを馳
せながら、ゆったりとした時間の流れの中、楽し
いひと時を過ごしていました。

第２回Yui小国町民３×３バスケットボール大会

ハーフコートで熱い戦いを繰り広げる
　第２回Yui小国町民３×３バスケットボール大会
が、11月17日、小国町民総合体育館で開催され、
中高生や社会人、７チーム約40人が参加しました。
これは通常の半分のコートを使って３人制でバス
ケットボールを行うものです。攻守が目まぐるし
く変わる中、参加者は日頃の練習や遊びで鍛えた
ドリブルやパスで相手の隙を見つけ、ゴールめが
けてシュートを放ち、放物線を描いたボールがゴー
ルに吸い込まれていました。

令和元年度古田歌舞伎定期公演

迫力の演技に歓声と拍手が送られる
　令和元年度古田歌舞伎定期公演が、10月26日、小
国小学校アリーナで開催され、町内外から多くの観
客が来場し、江戸時代から古田地区に伝わる伝統芸
能を鑑賞しました。
　今年は古田歌舞伎が昭和61年に復活して以来初め
て４演目（寿式三番叟・一谷嫩軍記二段目陣門、組
討ちの場・白波五人男・傾城阿波の鳴門どんどろ大
師の場）が披露され、役者の熟練した迫力の演技に
会場からは大きな歓声と拍手が送られました。
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「今年中に猟銃を取得します」
地域おこし協力隊　　吉

よ し だ

田　悠
ゆ う と

斗

　今年の９月に猟銃等講習会を酒田警察署で受けてから多くの手続
きを踏み、とうとう鉄砲の所持許可申請をするまで至りました。狩
猟免許を取ろうと思ったきっかけは、マタギのかたたちに人間と自
然の関わりを教えてもらったことです。私は地域おこし協力隊とし
て小国町に移住する前から、ウサギや熊の狩りに同行させてもらっ
ていました。昔から人間の生活は自然とともにあり、山野から鳥や
獣などの動物を取ってきては、食料や着物などの生活の糧にして暮
らしてきたことを知りました。一方、近代日本での鉄砲所持は厳し
く制限されています。それは、鉄砲の使い方を誤れば、簡単に人の
命を奪えるからです。鉄砲を所持するということが、どのような責
任を負うことなのか意識しながら、分業化が進む効率経済中心主義
社会の中で、自分も山から命をいただくということの実践者になり
たいです。

　もうじき冬が来る。町中どこも冬支度がされている。町中の除雪機
たちが目を覚ましだす。動物は眠り春に備え、人間は雪に備える。太
陽は忙しいのか、代わりに雲と雪が来る。また一面真っ白な世界が
やってくる。２年目の冬だ。去年のことを思い出そうすると、雪かき
の事しか思い浮かばない。それほど印象的だったのだろう。今年の積
雪はどうなるのかな。「カメムシが多いから、雪も多い」という意見
もある一方で、科学的解析から今年は「暖冬で積雪は少ない」とマス
コミは報道している。私としては雪かきの労力が減るので暖冬である
ことを願っている。雪の降らない地方の人にとっては小国の雪は魅力
的だ。テレビでしか見た事ない世界が目の前にあるからだ。私も最初
はそうであったが、次第に気持ちが変わっていき、雪は面倒くさいと
感じるようになった。これは小国に染まりつつあるのか、あるいは私
がただの面倒くさがりなのか。

「気持ちの冬支度」
地域おこし協力隊　　岩

い わ い

井　拓
た く ま

磨

▲９月に取得した狩猟免許証と
講習終了証明書

▲保育園も冬支度仕様に

一貫作業システム現地検討会

効率的に再造林を行うために
　森林伐採後の再造林を確実に実施することで、森林の
多面的機能が発揮されることから、伐採から植栽までを
一貫して行う「一貫作業システム」が、近年、国で進め
られており、その現地検討会が、11月13日、小芦地内町
有林で開催され、置賜森林管理署や山形県、管内市町か
ら43人が出席しました。今年度、町が実施している一貫
作業システムの現地で、管内の事業者や担当者が意見交
換を行い、一貫作業の課題やメリットについて、見識を
深めるとともに活発に意見が出されていました。
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す
っ
か
り
葉
を
落
と
し
た
、
初
冬

の
ブ
ナ
林
。
曇
り
空
の
合
間
に
林
へ

差
し
込
む
、
柔
ら
か
な
日
差
し
が
、

そ
の
樹
肌
を
白
く
輝
か
せ
ま
す
。
か

つ
て
は
「
木
地
師
の
里
」
と
し
て
知

ら
れ
て
い
た
北
部
の
五
味
沢
地
区
。

人
び
と
は
、
雪
が
降
り
始
め
る
こ

の
時
期
に
素
材
で
あ
る
ブ
ナ
材
を
求

め
、
人
里
離
れ
た
荒
川
の
上
流
部
へ

と
分
け
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

木
地
師
（
木
地
屋
や
ろ
く
ろ
師
な

ど
と
も
呼
ば
れ
る
）
は
、
ろ
く
ろ
と

い
う
工
具
を
用
い
て
ブ
ナ
や
ト
チ
な

ど
の
原
木
か
ら
お
椀
や
お
盆
と
い
っ

た
木
地
を
彫
り
出
す
職
人
の
こ
と
で

す
。
五
味
沢
で
い
つ
頃
か
ら
木
地
づ

く
り
が
始
ま
っ
た
の
か
は
定
か
で
あ

り
ま
せ
ん
が
、
近
世
か
ら
明
治
期
に

か
け
て
は
農
閑
期
（
冬
期
）
に
お
け

る
副
業
の
一
つ
と
し
て
盛
ん
に
お
こ

な
わ
れ
て
い
ま
し
た
。『
小
国
町
史
』

に
よ
る
と
、
町
内
で
は
五
味
沢
の
他

に
、
玉
川
や
明
沢
、
高
野
、
赤
沢
な

ど
の
集
落
で
も
木
地
づ
く
り
が
な
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
た
だ
し
、
五
味
沢

に
は
一
時
、漆
塗
り
の
塗
師
も
い
て
、

当
地
で
生
み
出
さ
れ
た「
五
味
沢
塗
」

の
名
声
は
県
内
外
に
知
ら
れ
る
ほ
ど

だ
っ
た
よ
う
で
す
（『
小
国
町
史
』

に
よ
る
）。

　

し
か
し
、
経
済
的
な
問
題
や
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
と
い
っ
た
代
替
品

の
登
場
な
ど
に
よ
り
、
大
正
、
昭
和

と
時
代
が
移
る
な
か
五
味
沢
の
木
地

づ
く
り
は
衰
退
し
て
い
き
、
戦
後
ほ

ど
な
く
し
て
お
こ
な
わ
れ
な
く
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
既
に
半
世
紀
以

上
が
経
ち
、
そ
の
伝
承
は
途
絶
え
つ

つ
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
な
か
五

味
沢
の
佐
藤
政
彦
さ
ん
（
昭
和
７
年

生
ま
れ
）
は
最
後
の
頃
の
様
子
を
知

る
数
少
な
い
一
人
で
す
。青
年
の
頃
、

山
で
伐
っ
た
材
を
川
に
流
し
て
集
落

ま
で
運
ぶ
、
木
流
し
を
し
た
こ
と
が

あ
る
と
い
う
佐
藤
さ
ん
。
実
際
に
木

地
づ
く
り
で
使
わ
れ
て
い
た
チ
ョ
ウ

山
の
〝
豊
か
さ
〟
を
伝
え
継
ぐ

⑧ 

ブ
ナ
（
木
地
づ
く
り
）

ナ
を
見
せ
て
も
ら
い
な
が
ら
、
木
流

し
な
ど
木
地
づ
く
り
に
つ
い
て
の
お

話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

　
「
ブ
ン
ギ
リ
流
し
っ
て
言
っ
て
よ
、

木
を
丸
太
に
し
て
流
し
て
き
た
ん

だ
。
流
し
方
や
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
尋
常
高
等
小
学
校
の
２
年
あ
が
っ

て
（
卒
業
し
て
）
か
ら
だ
。

　

木
伐
る
の
は
親
父
ら
の
仕
事
。
作

り
物
す
る
家
の
衆
一
人
ず
つ
、
山
さ

行
っ
て
共
同
で
し
て
た
。
最
後
ま
で

（
木
地
づ
く
り
を
）
し
て
た
の
は
う

ち
を
入
れ
て
４
軒
だ
な
。
伐
る
の
は

全
部
ブ
ナ
。
そ
れ
も
ま
っ
す
ぐ
な
良

い
の
ば
り
（
ば
っ
か
り
）。
稲
刈
り

終
わ
る
と
よ
山
さ
入
っ
た
も
ん
だ
。

　

伐
っ
た
木
は
そ
の
場
で
丸
太
に
し

て
、
川
の
そ
ば
ま
で
ま
く
っ
て
く
る

ん
だ
な
、
柴
伐
っ
て
道
作
っ
て
。
だ

か
ら
（
川
岸
か
ら
）
あ
ま
り
遠
い
と

こ
ろ
の
木
は
伐
ら
ね
え
の
よ
。
ち
ゃ

ん
と
川
流
す
段
取
り
か
ら
み
な
見
て

や
る
か
ら
。
大
き
な
の
は
川
の
そ
ば

ま
で
持
っ
て
き
て
真
ん
中
で（
縦
に
）

二
つ
に
割
る
こ
と
も
あ
っ
た
な
。
ほ

だ
な
、
直
径
２
尺
５
寸
（
約
70
㎝
）

く
ら
い
ま
で
は
伐
っ
て
た
。

　

川
ま
で
ま
く
っ
て
き
た
ら
、
こ
れ

は
お
前
の
、
こ
れ
は
誰
の
っ
て
分
け

て
、
家
ご
と
の
判
つ
け
ん
だ
。
そ
う

し
て
か
ら
、
今
度
、
て
ん
で
（
各
家

ご
と
）
で
流
し
て
い
っ
て
。
ず
う
っ ▲初冬の荒川上流（シラブ平）のブナ林



と
つ
い
て
歩
く
ん
だ
。そ
れ
も
今
頃
、

12
月
に
入
っ
て
だ
な
。
こ
の
時
期
は

水
決
ま
る
か
ら
よ
。
雨
降
っ
て
も
奥

の
方
さ
は
雪
に
な
っ
て
、
一
定
の
水

し
か
流
れ
ね
え
か
ら
。
ほ
ん
で
ね
く

て
早
い
時
期
に
流
し
て
し
ま
う
と
、

大
水
出
た
ら
あ
っ
ち
こ
っ
ち
に
木
が

流
さ
れ
て
し
ま
う
ん
だ
。
そ
れ
を
本

流
さ
、
ま
た
担
い
で
持
っ
て
こ
ね
え

ば
な
ん
ね
く
て
大
変
な
ん
だ
。」
佐

藤
さ
ん
は
そ
う
話
し
ま
す
。

　

雪
が
舞
う
こ
の
時
期
、
川
の
水
は

身
を
切
る
よ
う
な
冷
た
さ
で
す
。
そ

の
な
か
で
の
ブ
ン
ギ
リ
流
し
は
相
当

な
重
労
働
で
あ
っ
た
に
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。「
ち
ょ
う
ど
オ
レ
、
学
校
卒

業
し
た
年
だ
。
ブ
ン
ギ
リ
流
し
に
行

っ
た
ら
ば
大
吹
雪
に
な
っ
て
。『
い

や
、こ
れ
は
ダ
メ
だ
。寿
命
縮
ま
る
。』

っ
て
、
急
い
で
ハ
ン
ナ
リ
に
あ
っ
た

小
屋
に
逃
げ
て
来
た
ご
て
。
た
だ
で

さ
え
、
今
み
た
い
に
履
き
物
も
良
く

ね
え
べ
、
ほ
と
ん
ど
素
足
み
た
い
な

も
ん
だ
。
お
ま
け
に
猛
吹
雪
で
。
ほ

ん
に
ひ
で
か
っ
た
。」
と
佐
藤
さ
ん
。

　

こ
う
し
て
荒
川
本
流
、
さ
ら
に
は

集
落
内
の
水
路
を
通
っ
て
家
の
前
ま

で
運
ば
れ
た
ブ
ン
ギ
リ
（
丸
太
）
は

▲ろくろ挽きされた木地椀（白い森くらしの資料館所蔵）

▲佐藤さん所蔵の木地づくり用チョウナ
外削りチョウナ（左・真ん中）と中削りチョウナ（右）

▲木出し用の判
小口に打ち、どの家のものか分かる
よう印をつけた。
（白い森くらしの資料館所蔵）

ま
ず
、
木
地
の
大
き
さ
に
合
わ
せ
鋸

で
細
分
さ
れ
ま
す
（
小
割
り
）。
次

に
、
チ
ョ
ウ
ナ
で
外
側
と
中
を
荒
削

り
す
る
荒
型
づ
く
り
が
お
こ
な
わ
れ

ま
す
。
そ
し
て
最
後
に
、
そ
れ
ら

を
ろ
く
ろ
で
挽
い
て
木
地
が
で
き
あ

が
る
の
で
す
。
佐
藤
さ
ん
が
ブ
ン
ギ

リ
流
し
に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
頃

は
、集
落
内
に
あ
っ
た
木
地
工
場
で
、

水
車
を
動
力
と
す
る
ろ
く
ろ
挽
き
が

お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
そ
こ
へ
出
す

た
め
の
荒
型
づ
く
り
が
各
家
で
の
冬

仕
事
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
「
良
い
木
ば
り
伐
っ
て
く
る
か
ら
、

そ
の
ま
ま
だ
と
パ
ン
と
割
れ
て

し
ま
う
ん
だ
。
だ
か
ら
１
回
鍋

で（
材
を
）煮
て
、そ
れ
か
ら（
外

削
り
）
チ
ョ
ウ
ナ
で
削
っ
て
形

を
作
る
ん
だ
な
。
そ
れ
今
度
、

婆
さ
ん
た
ち
が
カ
コ
ン
、
カ
コ

ン
っ
て
中
彫
る
わ
け
だ
。
両
方

の
足
さ
、
布
ぼ
ろ
巻
い
て
（
木

地
を
）
挟
ん
で
。
そ
し
て
く
る

っ
、
く
る
っ
て
足
で
回
し
な
が

ら
削
る
ん
だ
。
ほ
ん
に
上
手
な

も
ん
で
あ
っ
た
ぜ
。」
と
佐
藤

さ
ん
は
言
い
ま
す
。

　

木
地
づ
く
り
が
五
味
沢
で
お

こ
な
わ
れ
て
い
た
頃
は
、
よ
り

良
い
ブ
ナ
材
を
得
る
た
め
、
ハ
ン
ナ

リ
平
か
ら
奥
、
遠
く
は
集
落
か
ら
十

数
キ
ロ
も
離
れ
た
角
楢
沢
付
近
ま
で

泊
ま
り
が
け
で
の
木
伐
り
が
お
こ
な

わ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
車
道
も
な

か
っ
た
時
代
、
そ
の
よ
う
な
奥
山
か

ら
原
木
を
運
び
出
す
に
は
、
荒
川
の

流
れ
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
な

く
、
そ
れ
を
う
ま
く
利
用
し
て
確
実

に
集
落
ま
で
運
び
出
す
た
め
の
技
や

知
恵
も
ま
た
不
可
欠
な
も
の
で
あ
っ

た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ら
を

駆
使
し
、
豊
か
な
森
の
恵
み
を
「
資

源
化
」
す
る
こ
と
で
未
来
を
拓
い
て

き
た
人
び
と
の
活
力
。そ
れ
こ
そ
が
、

木
地
づ
く
り
と
い
う
地
域
の
産
業
を

支
え
る
原
動
力
だ
っ
た
の
で
す
。



　

令
和
元
年
度
文
化
の
日
表
彰
式
を

　

令
和
元
年
度
文
化
の
日
表
彰
式
を
1111
月
３
日
、
お
ぐ
に
開
発
総
合

月
３
日
、
お
ぐ
に
開
発
総
合

セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
、
本
町
の
振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
た

セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
、
本
町
の
振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
2121
人
を
表

人
を
表

彰
し
ま
し
た
。
表
彰
内
容
と
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

彰
し
ま
し
た
。
表
彰
内
容
と
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

令
和
元
年
度

令
和
元
年
度

文
化
の
日
表
彰
式

文
化
の
日
表
彰
式

■
功
労
表
彰

米
野
　
貞
雄
　
氏
（
大
滝
）

　

昭
和
62
年
か
ら
８
期
32
年
の
永
き

に
わ
た
り
町
議
会
議
員
と
し
て
、
議

会
運
営
は
も
と
よ
り
、
町
の
振
興
発

展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

伊
藤
　
重
廣
　
氏
（
河
原
角
）

　

平
成
７
年
か
ら
６
期
24
年
の
永
き

に
わ
た
り
町
議
会
議
員
と
し
て
、
議

会
運
営
は
も
と
よ
り
、
町
の
振
興
発

展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

伊
藤
　
孝
太
郎
　
氏
（
田
沢
頭
）

　

昭
和
48
年
に
消
防
団
に
奉
職
以

来
、
46
年
の
永
き
に
わ
た
り
職
務
に

精
励
し
、
平
成
25
年
か
ら
は
消
防
団

長
と
し
て
、
消
防
団
組
織
強
化
と
地

域
防
災
活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

舟
山
　
堅
一
　
氏
（
小
玉
川
）

　

平
成
16
年
か
ら
15
年
間
に
わ
た
り

山
形
県
自
然
公
園
管
理
員
と
し
て
、

飯
豊
連
峰
周
辺
の
環
境
保
全
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

遠
藤
　
公
　
氏
（
栄
町
）

　

平
成
19
年
か
ら
12
年
間
に
わ
た
り

町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
を
務
め

ら
れ
、
公
平
公
正
な
選
挙
の
執
行
管

理
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

故
　
古
澤
　
茂
堂
　
氏
（
山
形
市
）

　

平
成
11
年
か
ら
町
顧
問
弁
護
士
と

し
て
、
本
町
の
法
務
事
案
の
安
定
的

な
運
用
を
指
南
さ
れ
、
町
勢
発
展
に

大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

故
　
舟
山
　
鐵
四
郎
　
氏

故
　
舟
山
　
ふ
さ
子
　
氏（
小
玉
川
）

　

泡
の
湯
温
泉
三
好
館
を
引
き
継

ぎ
、
三
好
荘
と
し
て
、
炭
酸
温
泉
を

守
り
続
け
る
と
と
も
に
、
巧
み
に
地

域
資
源
を
生
か
す
な
ど
本
町
の
観
光

振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

故
　
石
垣
　
正
憲
　
氏
（
田
沢
頭
）

　

地
域
営
農
の
振
興
と
集
落
活
性
化

に
貢
献
し
、
田
沢
頭
集
落
を
平
成
22

年
度
豊
か
な
む
ら
づ
く
り
全
国
表
彰

農
林
水
産
大
臣
賞
に
導
き
ま
し
た
。

■
感
謝
状

鈴
木
　
一
雄
　
氏
（
東
京
都
）

　

永
年
に
わ
た
り
本
町
を
会
場
に
写

真
教
室
を
主
宰
し
、
多
く
の
小
国
フ

ァ
ン
と
写
真
愛
好
家
を
育
ま
れ
る
と

と
も
に
、
写
真
集
「
サ
ク
ラ
ニ
イ
キ

ル
」
の
原
画
作
品
を
多
数
寄
贈
い
た

だ
き
ま
し
た
。

■
永
年
勤
続
表
彰

文
化
財
調
査
委
員
（
15
年
以
上
）

　
益
田
　
則
雄
　
氏
（
幸
町
）

民
生
委
員
・
児
童
委
員
（
12
年
以
上
）

　
小
嶋
　
建
男
　
氏
（
足
野
水
）

　
渡
部
　
八
江
　
氏
（
叶
水
）

　
小
林
　
貞
子
　
氏
（
兵
庫
舘
）

　
遠
藤
　
美
惠
子
　
氏
（
大
宮
）

駐
在
員
（
10
年
以
上
）

　
志
田
　
藤
夫
　
氏
（
伊
佐
領
）

　
川
崎
　
鉄
雄
　
氏
（
町
原
）

　
伊
藤
　
哲
晴
　
氏
（
玉
川
）

　
渡
部
　
茂
雄
　
氏
（
岩
井
沢
）

交
通
指
導
員
（
10
年
以
上
）

　
本
木
　
勇
二
　
氏（
小
国
小
坂
町
）

農
業
振
興
組
合
長
（
10
年
以
上
）

　
小
野
　
正
利
　
氏
（
叶
水
）

飯
豊
朝
日
を
愛
す
る
会
が

飯
豊
朝
日
を
愛
す
る
会
が

環
境
や
ま
が
た
大
賞
を
受
賞

環
境
や
ま
が
た
大
賞
を
受
賞

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
飯
豊
朝
日

を
愛
す
る
会
（
髙
橋
健
二
理
事
長
）

が
、
環
境
や
ま
が
た
大
賞
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

　

同
会
で
は
、
環
境
省
や
林
野
庁
な

ど
と
協
力
し
な
が
ら
、
飯
豊
連
峰

の
登
山
道
の
維
持
管
理
や
補
修
の
ほ

か
、
裸
地
化
し
た
登
山
道
等
に
お
い

て
、
高
山
植
物
の
種
を
ま
く
な
ど
復

元
作
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
保
全
活
動
に
は
一
般
参
加
者
を

募
集
し
な
が
ら
多
く
の
人
と
活
動
を

展
開
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
活
動
が

高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

広報おぐに　2019.12
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入札結果情報（令和元年10月21日～令和元年11月20日実施）
入札日 工　事　名 施行場所 工期（完了） 予定価格 落札業者 落札価格

R1.10.29 令和元年度町民総合体育館外装改修工事 岩井沢 R2.3.31 73,200,000 ㈱髙橋工務店 73,000,000

R1.11.1 令和元年度針生地区耐震性貯水槽40㎥型整備工事 針生 R2.1.24 7,247,000 ㈱船山工務店 7,000,000

R1.11.1 令和元年度小国町水道事業水道管路漏水調査業務委託 小国小坂町ほか R1.12.25 2,000,000 フジ地中情報㈱
東北支店 1,600,000

単位（円）

※入札結果情報の金額は消費税及び地方消費税を含みません。

令和２年度中央児童室
利用申込受付について

■対　　象　放課後に家庭で養育することができ
ない小学校に就学している児童で、令和２年４
月から中央児童室の利用を希望するかた。（現在
利用中のかたも申込みが必要です。）

■申　請　書
　12月２日㈪から中央児童室、各保育園、健康福

祉課のいずれかでお受け取りください。
■受付期間・場所　12月16日㈪～20日㈮８：30～

18：00・おぐに保育園
■提出書類
　小国町中央児童室入所申請書および必要書類
■定　　員　80人（定員を超えた場合、低学年を

優先して入所決定します。）
■申込・問合先　おぐに保育園（☎62－2242）へ

令和２年４月からの新入園児を募集します
■申込期間　令和元年12月９日㈪～13日㈮【18：00まで受付をしています】
■申　込　書　12月２日㈪から健康福祉課、各保育園で配布します。
■申込方法　新たに利用を希望するかたは、申込書と必要書類（詳細は配布時に説明します。）を提出して

ください。（現在入所している保育園で来年度も継続を希望するかたは、今回の申込みは不要です。）

認定こども園・保育園

施設名 認定区分 定員 対象児童
（R2.4.1現在）

開所時間（延長保育含む）
平日 土曜日

すみれ保育園
１号 ６人 ３～５歳 ９：00～14：00

（14：00以降預かり保育可） 休園（預かり保育可）

２・３号 100人 ０～５歳 ７：15～19：15 ７：15～18：15

白百合保育園 ２・３号 80人 ０～５歳 ７：00～19：00 ７：00～17：30

おぐに保育園 ２・３号 60人 ０～５歳 ７：30～18：00 ７：30～18：00（第１・３・５）
７：30～12：30（第２・４）

■申込先　１号認定希望者はすみれ保育園へ、２・３号認定希望者は健康福祉課へ

【保育所等を利用する場合の認定区分】
認定区分 対象者 主な利用施設・事業 利用できる時間

１号認定 ３歳以上のお子さんで、保育を必要とせ
ず教育を希望する場合 認定こども園（教育部分） 教育標準時間認定

（最低４時間／日）

２号認定 ３歳以上のお子さんで、「保育を必要とす
る事由」に該当し、保育を希望する場合

保育所
認定こども園（保育部分）

保育標準時間認定
（最大11時間／日）

保育短時間認定
（最大８時間／日）３号認定 ３歳未満のお子さんで、「保育を必要とす

る事由」に該当し、保育を希望する場合 保育所、認定こども園

■保育料（保育所・認定
こども園）について

　　町が定める基準に
基づき、保護者の課
税状況（父母合算）
と児童の年齢により
決まります。３～５
歳児は国の制度改正
により保育料は無償
となりました。

■問合先
　健康福祉課
　（☎61－1000）へ

小国町プレミアム付商品券の
申請期限を延長しました

　「非課税のお知らせ」が届いたかたで、商品券の
購入をご希望なさるかたは、商品券購入引換券の
交付申請手続きが必要です。
■申請期限　令和２年１月31日㈮当日消印有効
■申 請 先　小国町健康管理センター窓口
■購入限度額　お一人につき２万５千円（販売額
２万円）。小さな乳幼児のいる子育て世帯のかたは
お一人につき２万５千円（販売額２万円）×対象
児童の人数（商品券は５回に分けて購入できます。
１回あたり５千円分を４千円で購入できます。）
〇商品券の販売について
■販売期間　令和２年２月28日㈮まで
■販売場所　アスモ１階特設会場およびまちの駅アスモ
■問合先　健康福祉課（☎61－1000）へ
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羽
越
水
害
を
契
機
に
国
土
交
通

省
北
陸
地
方
整
備
局
飯
豊
山
系
砂

防
事
務
所
が
、
１
９
６
９
（
昭
和

44
）
年
に
荒
川
流
域
に
お
け
る
国

直
轄
砂
防
事
業
に
着
手
し
て
か
ら

今
年
で
50
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ

の
節
目
の
年
に
同
事
務
所
で
は
、

羽
越
水
害
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な

く
次
世
代
に
語
り
継
ぐ
と
と
も
に
、

土
砂
災
害
の
恐
ろ
し
さ
や
命
を
守

る
行
動
の
難
し
さ
を
認
識
し
、
土

砂
災
害
対
策
の
大
切
さ
を
地
域
と

と
も
に
考
え
、
今
後
の
さ
ら
な
る

防
災
・
減
災
対
策
の
向
上
に
資
す

る
よ
う
に
と
、
実
行
委
員
会
を
組

織
し
て
記
念
事
業
を
計
画
し
て
き

ま
し
た
。

　

11
月
４
日
に
行
わ
れ
た
「
あ
ら

か
わ
治
水
砂
防
め
ぐ
り
砂
防
ツ
ー

リ
ズ
ム
」
で
は
、
飯
豊
山
系
砂
防

事
務
所
が
こ
れ
ま
で
整
備
し
て
き

た
特
徴
あ
る
砂
防
施
設
を
巡
り
ま

し
た
。
こ
の
日
は
、
町
内
南
部
方

面
の
七
助
沢
砂
防
堰
堤
（
え
ん
て

い
）
や
玉
川
ス
ー
パ
ー
暗
渠
（
あ

ん
き
ょ
）
砂
防
堰
堤
、
さ
ら
に
は

松
岡
砂
防
堰
堤
群
、
横
川
ダ
ム
な

ど
を
見
学
し
た
ほ
か
、
砂
防
施
設

工
事
用
道
路
と
し
て
整
備
し
、
現

在
は
森
林
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
る
温
身
平
森
林

セ
ラ
ピ
ー
基
地
や
マ
タ
ギ
の
郷
交

流
館
を
訪
問
し
ま
し
た
。
参
加
者

は
普
段
近
く
で
目
に
す
る
こ
と
の

な
い
砂
防
堰
堤
を
前
に
、
そ
の
建

砂
災
害
の
恐
ろ
し
さ　

土
砂
災
害

対
策
の
大
切
さ
」
と
題
し
て
基
調

講
演
を
行
い
ま
し
た
。
今
井
氏
は
、

今
年
10
月
12
日
に
日
本
に
上
陸
し

た
台
風
19
号
に
よ
る
各
地
の
被
害

状
況
等
を
交
え
な
が
ら
、
土
砂
災

害
が
発
生
す
る
場
所
の
特
徴
や
状

況
、
砂
防
堰
堤
の
役
割
や
効
果
な

ど
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
土
砂
災
害
対
策
に
お
い
て

は
、
住
民
自
ら
が
土
砂
災
害
の
危

飯
豊
山
系
（
荒
川
流
域
）
直
轄
砂
防
記
念
事
業

～
「
土
砂
災
害
か
ら
地
域
を
守
る
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
砂
防
ツ
ー
リ
ズ
ム
～▲シンポジウムで基調講演を行った国土交通省水管理・

国土保全局の今井一之砂防部長

設
背
景
や
施
工
方
法
な
ど
、
砂

防
施
設
に
ま
つ
わ
る
話
を
聞
く

と
と
も
に
、
そ
の
大
き
さ
に
驚

い
た
り
、
土
砂
災
害
の
危
険
性

な
ど
に
つ
い
て
再
認
識
し
た
り

し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
11
月
５
日
に
は
「
土

砂
災
害
か
ら
地
域
を
守
る
」
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、
お
ぐ
に
開
発

総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
国
土

交
通
省
水
管
理
・
国
土
保
全
局

の
今
井
一
之
砂
防
部
長
が
、「
土

▲松岡砂防堰堤群を見学する参加者

険
性
を
認
識
し
、
避
難
行
動
に
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
し
、「
ま
ず
は
市
町
村
が
配
布
す

る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
、
自
分
の

家
の
立
地
状
況
な
ど
身
の
回
り
の

こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
」
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。
ま
た
、
山
形
県
警

察
警
備
２
課
の
太
田
善
久
災
害
対

策
官
も
特
別
講
演
し
、
災
害
発
生

時
の
早
期
避
難
の
重
要
性
を
話
さ

れ
ま
し
た
。
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山遊亭金太郎　故 佐藤敏弘氏を偲んで
　去る９月17日、落語家で白い森ふるさと大使の山遊亭金
太郎師匠（本名 佐藤敏弘 氏）が享年63歳でご逝去されまし
た。金太郎師匠の告別式は、９月25日に千葉県我孫子市内
において、しめやかに執り行われました。本町からも山遊亭
金太郎後援会などから多くのかたが参列し、故人の功績をた
たえ遺徳を偲び、最後のお別れをしました。
　また、金太郎師匠の２回目の月命日となる11月17日には

「山遊亭金太郎師匠追悼寄席」が、おぐに開発総合センター
で開催され、町内外から多くのかたが来場しました。この日
は、山遊亭金太郎子供落語教室で金太郎師匠から指導を受け
た子どもたちが落語を披露したほか、師匠と交友のあった講
談師の神田桜子さんや弟子の山遊亭くま八さん、落語芸術協
会理事で真打の三笑亭夢太朗さんが講談と落語をそれぞれ披
露し、金太郎師匠との思い出話も交えた話で会場に訪れたか
たがたを魅了しました。

▲昨年11月11日噺家40周年記念寄席が、ふ
るさと小国での最後の高座となった

▶鍋まつりでは司会
を務め、小国の秋
の名物行事を盛り
上げた

◀山遊亭金太郎追悼寄席に出演した真打の三笑亭夢
太朗さん（左）と弟子の山遊亭くま八さん（中）、
講談師の神田桜子さん（右）

▼山遊亭金太郎師匠から指導を受けた子供落語教室
の左から竜じん（髙橋明杜くん）、ひばり（中原
雪月さん）、こころ（髙橋結くん）、しゅん乃（吉
田峻祐くん）、ごん助（髙橋陸くん）、鈴た（佐藤
凛太郎くん）

【山遊亭金太郎師匠の略歴】
1956年　山形県小国町に生まれる
1978年　陸上自衛隊除隊後、２代目桂小南師匠に入門、弟子入り。
　　　　前座名は「南てん」
1982年　二つ目昇進、師匠の前名である山遊亭金太郎に改名
1991年　真打昇進
2011年　東日本大震災時には予備自衛官として復興支援に従事
2015年　白い森ふるさと大使に就任
2018年　噺家40周年を迎え、小国町で記念寄席を開催
2019年７ 月 ８ 日　入院先の筑波大学付属病院で入院患者向け独演会が最後の高座となった
2019年９ 月 1 7 日　63歳で天に召される
2019年11月17日　小国町で追悼寄席が開催される
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ご
案
内

募
集

お
知
ら
せ

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

①
町
営
住
宅
小
坂
町
団
地

　

３
Ｄ
Ｋ　

２
戸
（
３
・
４
階
）

■
家
賃　

所
得
と
家
族
構
成
に
よ
る

■
そ
の
他　

所
得
制
限
あ
り

②
町
営
住
宅
あ
け
ぼ
の
高
齢
者
団
地

　

１
Ｌ
Ｄ
Ｋ　

１
戸
（
１
階
）

■
家
賃　

所
得
と
家
族
構
成
に
よ
る

■
対
象

▽
世
帯
所
得
が
21
万
４
千
円
以
下

で
住
宅
に
困
っ
て
い
る
か
た

▽
60
歳
以
上
の
か
た
で
自
立
し
た

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
、
同

居
す
る
か
た
が
配
偶
者
ま
た
は

60
歳
以
上
の
親
族
で
あ
る
こ
と

①
～
②
共
通

◎
敷
金　

家
賃
の
３
カ
月
分

◎
募
集
期
限　

12
月
10
日
㈫

◎
入
居
時
期　

12
月
下
旬
以
降

◎
問
合
先　

地
域
整
備
課
建
設
管

理
室
（
☎
62
‐
２
４
３
１
）
へ

■
募
集
住
宅　

３
Ｄ
Ｋ　

10
戸

■
家
賃　

所
得
に
よ
り
決
定

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

■
対
象　

入
居
世
帯
の
所
得
制
限
あ
り

■
敷
金　

家
賃
の
３
カ
月
分

■
募
集
期
間　

12
月
９
日
㈪
～
13
日
㈮

■
入
居
時
期　

２
月
上
旬

■
申
込
先　

置
賜
総
合
支
庁
西
庁

舎
（
長
井
市
）
総
合
案
内
窓
口

■
問
合
先　

県
営
住
宅
指
定
管
理
者

㈱
西
王
不
動
産
置
賜
事
務
所
（
☎

０
２
３
８
‐
24
‐
２
３
３
２
）
へ

　

仕
事
な
ど
の
都
合
に
よ
り
、
平

日
の
日
中
に
税
金
や
保
険
料
の
納

付
に
係
る
相
談
を
行
う
こ
と
が
困

難
な
か
た
の
た
め
、
休
日
・
夜
間

納
税
相
談
窓
口
を
設
置
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
休
日
納
税
相
談
日

　

12
月
８
日
㈰
９
時
～
16
時
30
分

■
夜
間
納
税
相
談
日

　

12
月
９
日
㈪
～
12
日
㈭

　

17
時
30
分
～
20
時

■
場
所　

役
場
町
民
税
務
課
窓
口

■
そ
の
他　

役
場
正
面
玄
関
か
ら

お
入
り
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

町
民
税
務
課
収
納
担

当
（
☎
62
‐
２
４
０
３
）
へ

休
日
・
夜
間
納
税
相
談
の

ご
案
内

　

例
年
ど
お
り
、
12
月
～
翌
年
４

月
ま
で
は
降
雪
に
よ
り
水
道
メ
ー

タ
ー
検
針
が
で
き
な
い
た
め
、
冬

季
暫
定
水
量
に
て
上
下
水
道
料
金

を
請
求
し
ま
す
。
ま
た
、
冬
季
暫

定
水
量
の
計
算
方
法
に
つ
い
て
今

年
度
よ
り
一
部
変
更
し
て
運
用
し

ま
す
。
な
お
、
各
世
帯
の
冬
季
暫

定
水
量
に
つ
い
て
は
別
途
個
別
に

通
知
し
ま
す
。

■
冬
季
暫
定
期
間

　

12
月
か
ら
翌
年
４
月

■
冬
季
暫
定
水
量

　

今
年
度
よ
り
11
月
分
の
使
用
水

量
と
し
ま
す
。

※
冬
季
暫
定
期
間
中
に
使
用
開
始

す
る
場
合
は
、
世
帯
人
数
に
よ

り
設
定
し
ま
す
。

■
過
剰
納
付
の
場
合

　

こ
れ
ま
で
は
差
額
を
還
付
し
て

い
ま
し
た
が
、
今
年
度
よ
り
翌

月
以
降
の
水
道
料
金
に
充
当
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
納
付
不
足
の
場
合

　

翌
年
５
月
に
精
算
額
と
の
差
額

12
月
分
の
上
下
水
道
料
金
か
ら

冬
季
暫
定
水
量
に
よ
る
請
求
と

な
り
ま
す

を
請
求
い
た
し
ま
す
。

■
問
合
先　

地
域
整
備
課
水
道
業

務
担
当
（
☎
62
‐
２
４
３
１
）
へ

　

消
費
税
増
税
お
よ
び
物
価
上

昇
、
ご
み
処
理
施
設
の
老
朽
化
に

よ
る
補
修
費
の
増
加
、
ご
み
の
減

量
化
、リ
サ
イ
ク
ル
推
進
の
た
め
、

指
定
ご
み
袋
等
の
価
格
を
令
和
２

年
４
月
１
日
に
改
正
し
ま
す
。

■
改
正
後
の
指
定
ゴ
ミ
袋
の
価
格

　

可
燃
・
不
燃
ご
み
袋
（
大
）

　
　

５
０
０
円
→
５
５
０
円

　

可
燃
・
不
燃
ご
み
袋
（
小
）

　
　

３
５
０
円
→
３
７
０
円

※
資
源
袋
は
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
の

た
め
価
格
据
え
置
き

■
そ
の
他　

買
い
置
き
の
価
格
改

定
前
の
指
定
ご
み
袋
は
価
格
改

定
後
も
使
用
で
き
ま
す
。ま
た
、

収
集
粗
大
ご
み
（
一
部
品
目
）

の
処
理
手
数
料
も
改
正
し
、
令

和
２
年
４
月
１
日
以
降
の
収
集
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今月の納税
　�　12月の税金等の口座振替
は、次のとおりです。振替日
の前日まで、指定の口座に入
金してください。
●12月26日㈭　水道料��
● �12月25日㈬　固定資産税、
国民健康保険税・後期高齢者保険料
●１月６日㈪　介護保険料、下水道
料�、簡易水道料、住宅使用料、保育料、
児童福祉使用料
■問合先
　町民税務課税政管理室
　（62－2403）へ

２０１９．１２

１．各健診の日程等
　■４カ月児健診
　・期　　日　12月20日㈮
　・受付時間　13：10～13：20
　・対　　象　令和元年８月生まれ
　■１歳児健診
　・期　　日　12月20日㈮　　
　 ・受付時間　13：00～13：10
　・対　　象　平成30年12月生まれ
　■１歳６カ月児健診
　・期　　日　12月13日㈮　　
　 ・受付時間　12：40～13：00
　・対　　象　平成30年４月、５月、
　　　　　　　６月生まれ
２．場　所　健康管理センター
３．その他
　　母子健康手帳を持参ください。
４．問合先　健康管理センター
　　　　　　（61－1000）へ

1212月月のの
保保健健カレカレンンダーダー

＊＊子育子育てて支援センター支援センターからから＊＊

※先月号掲載分以降に新規で登録された求人を掲載しています。
※町ホームページに求人情報を掲載しています。

　 右 の 表 は11月19日 現 在 で ハ ロ ー
ワークへ登録された求人のうち、小国町
をおもな就業先としている求人情報で
す。既に雇用が確定している場合もあり
ますので、ご了承ください。
　求人情報の詳細については、ハローワー
ク長井（☎84－8609）へ。

広場名称 曜日 時間 申込

なかよし広場 月～金 ９：30～11：30・13：00～15：30
（水・金は午後のみ） 不要

■対象者　なかよし広場　就学前のお子さんとお家のかた
■その他　お気軽にご参加ください。平日はいつでも子育て相談

に応じています。また、白百合保育園（水曜午前）、すみれ保育
園（金曜午前）でも同様の場所を設けています。詳細は各保育
園にお問い合わせください。

■問合先　子育て支援センター（おぐに保育園内 ☎62ー2330）・
　白百合保育園（☎62－2436）・すみれ保育園（☎62－5284）

■12月の広場日程　

休日当番担当歯科医のお知らせ
12月１日㈰ 南陽　桜井歯科医院 0238－43－2125
12月８日㈰ 米沢　りんせんじ歯科 0238－21－6487
12月15日㈰ 南陽　板垣歯科クリニック 0238－50－3348
12月22日㈰ 白鷹　五十嵐歯科医院 0238－85－2075
12月29日㈰ 米沢　近野歯科医院 0238－23－1187
12月31日㈫ 米沢　長谷部歯科医院 0238－22－8110
１月１日㈬ 長井　松下歯科医院 0238－87－0878
１月２日㈭ 南陽　伊藤歯科医院 0238－45－2030
１月３日㈮ 米沢　鈴木歯科医院 0238－23－0370
１月５日㈰ 米沢　三條歯科医院 0238－23－2206

事　業　所　名 職　種 求人数 勤　務　時　間

医療法人社団緑愛会満天の家 介護職（交替制） １人 ６：45～15：45他

㈱コメリ 店舗運営職・幹部候補
（ナショナル社員） １人 ８：45～17：45他

ひさご電材㈱小国工場
内職担当 １人 ８：30～17：30

電線のアッセンブリー及び検査 １人 ８：30～17：30

㈲東部開発 農作業員 ３人 ８：00～17：00

ハイコー㈱ 電気工事（見習い可） ３人 ８：00～17：00

NPO法人まんまる 支援員 １人 ８：30～17：00

吉田直土木㈱
トンネル工事職員（契約社員） ２人

７：00～16：00他
トンネル工事職員（正社員） ２人

日清医療食品㈱仙台支店 調理師 １人 ５：30～14：30他

安部工業㈱

現場監督員 ２人

８：00～17：00型枠大工 １人

運転手 ２人

㈱山芳工務店 電気設備工（見習い） ３人 ９：00～18：00

セキュリティプレシャス㈱ 交通誘導警備員 ５人 ８：00～17：00

㈱ケイープロダクツ ショッピングサイト管理 １人 ９：00～18：00

小国食糧㈱（栄町市場）
販売員 １人 ８：30～17：30

販売員 １人 ８：30～18：30の間の
５時間程度

ファミリーマート小国町店 コンビニ店員
（小国町店・小坂町店） ３人 ８：00～14：00他

㈱小国いきいき街づくり公社 販売員 １人 ９：00～13：00他
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■日　時　12月14日㈯９：30～11：00
■対象者　保育園年中児～小学生
　　　　　（保育園児の場合保護者同伴）
■参加費　100円/人（保険料込）
■持ち物　室内シューズ、飲み物、帽子、グロー
　　　　　ブ（貸出あり）
■申込締切　12月11日㈬

あいべイベント12月の

◇あなたの右手は蜂蜜の香り
◇絶望スクール
◇盲剣楼奇譚
◇飛雲のごとく
◇ことことこーこ

休館日　毎週月曜日・祝日～新着図書～
片 岡 　 翔
石 田 衣 良
島 田 荘 司
あ さ の あ つ こ
阿 川 佐 和 子

■期　日　中学生の部12月25日㈬13：30～15：30
　　　　　小学生の部12月26日㈭９：30～11：30
■場　所　町民総合体育館
■持ち物　室内シューズ、飲み物　
■参加費　100円/人（保険料込み）
■申込締切　12月24日㈫
■申込・問合先
　　　（☎62－5808）

水道 町立病院
（一般外来）

小国中継施設
（リレーセンター）

町民体育館
あいべ 総合センター

12月28日㈯ パイプライン（☎62－2461）

休　　診

休　　み

休　館

通常営業
12月29日㈰ 設備佐藤（☎62ー5606） 浴室のみ営業12月30日㈪ 山一住設（☎61－0123） 通常営業
12月31日㈫ 小関住宅設備（☎62－5347）

休　　み
休　館１ 月 １ 日 ㈬ パイプライン（☎62－2461）

１ 月 ２ 日 ㈭ 津島屋電機店（☎62－2404） 内科のみ通常診療
１ 月 ３ 日 ㈮ 小関住宅設備（☎62－5347） 休　　診
１ 月 ４ 日 ㈯ 設備佐藤（☎62ー5606） 歯科のみ通常診療 通常営業 通常営業１ 月 ５ 日 ㈰ 津島屋電機店（☎62－2404） 休　　診

問 合 先 地域整備課建設管理室 町立病院
（☎61－1111）

小国中継施設
（☎63－2251）

町民体育館
あいべ 総合センター

※町立病院では、急患については一般外来の休診日であっても対応いたします。
※ごみ収集については、全戸配布をしているごみ収集カレンダーをご確認ください。

年末年始の休館情報等について

With優  出張相談会
■日　時　12月24日㈫10：00～14：00
■場　所　おぐに開発総合センター研修室
■内　容
　不登校やひきこもり等の無料相談会。専

門の相談員が学校や就労のことについ
て、本人やご家族からの相談に対応しま
す。無料の相談会ですが、基本的に予約
優先となります。お気軽にお問合せくだ
さい。

■問合先　NPO法人With優　安達
　　　　　（☎0238－33－9137）へ

白い森おぐに教育フォーラム2019
　本町が実施している保小中高一貫教育に
おける各園や学校での子どもたちの取り組
みを地域の皆さまに知っていただくため、
今年もフォーラムを開催します。当日は、
園児、小・中学生、小国高校生が一堂に会
し、日ごろの成果を元気いっぱい発表しま
す。皆さま、ぜひご覧ください。
■日　時　12月７日㈯13：00～16：00
■場　所　おぐに開発総合センター
■対　象　どなたでも
■内　容　白い森おぐにの教育全体構想の

説明、幼児・児童・生徒による実践発表
ほか

■問合先　教育振興課教育振興室
　　　　　（☎62－2141）へ
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●総合センター（教育委員会事務局）　☎62－2141　●健康管理センター（健康福祉課）　☎61－1000
●子育て支援センター　☎62－2330　●町民体育館　☎62－5421　●あいべ　☎62－5808
●町立病院　☎61－1111　●老人保健施設　☎61－1200　●訪問看護ステーション　☎61－1002
●斎場夜間受付（17:00～21:00）　☎023－645－3077
●ホームページアドレス　http://www.town.oguni.yamagata.jp　●癒しの園ホームページアドレス　http://www.ogunibyoin.jp/



戸籍のまど戸籍のまど

和 田

加 藤

色 摩

髙 力

片 桐

栗 田

舟 山

舟 山

渡 部

岩 井 沢

岩 井 沢

黒 沢

緑 町

白 子 沢

尻 無 沢

小 玉 川

若 山

伊 佐 領

シ ヅ ヱ

康 雄

千 帆

六 夫

和 子

雄 一

鐵四郎

かおり

ス ミ

（93）

（88）

（23）

（88）

（92）

（85）

（94）

（44）

（100）

誕生おめでとうございます。

おくやみ申し上げます。

人口のうごき（令和元年10月31日現在）
人口　男・・・3,687人 （－   6）
　　　女・・・3,734人 （－   7） 
　　　計・・・7,421人 （－ 13）
世帯数　　    3,036世帯  （－     4） 

（ １ ０ 月 届 出 分 ）

※この欄に掲載を希望しないかたは、届出の際に
お申し出ください。

松 岡 賢士朗加 藤 賢 太 郎
フ オ ン（

編集後記

株式会社　横川建設株式会社　横川建設
代 表 者　代表取締役　渡部　康弘
従業員数　22人
所 在 地　小国町大字杉沢111番地
事業概要　一般・産業廃棄物処理業、総合建設業

仕 事
図 鑑

vol.19vol.19

　㈱横川建設は、平成３年７月に建設業として創業しま
した。しかし、その後大量消費社会におけるゴミ問題が
深刻化したことから、同社では、こうした社会環境変化
に対応し、環境保全に取り組む必要性を認識し、小国の
地から美しい環境づくりを目指し、平成11年に産業廃棄
物収集運搬、平成14年に産業廃棄物処分業の許可をそれ
ぞれ取得し、廃棄物の再資源化や有効活用に取り組んで
います。
　同社の伊藤敏江常務取締役は、「当社は、産業廃棄物中
間処理業として、廃棄物を手作業で分別し、資源として
再生・再利用できるよう処理を行っています。家を解体
する際、全てゴミになると思われがちですが、木材や金
属、プラスチックなどに分別することで資源として再利
用ができます。こうした事業をしていると、実体験とし
て年々廃棄物が増えているのを感じます。当社がこの地
でこうした事業が展開できているのも、地域のかたがた
の理解と協力があったからだと思っております。」と話し
てくださいました。また、約５年前に同社に転職された
大友憲昭さんは、「昔から地球温暖化問題が叫ばれ、リサ
イクル推進が行われていますが、家庭でできる最初の一
歩が分別です。しっかり分別することで、ゴミだと思っ
ていたものが資源になり、ゴミの減量につながり、ひい
てはそれが地球環境を守ることにつながるのではないか
と思います。」と話してくださいました。
　同社では、「夢」、「地球」、「未来」をスローガンとして、
環境に配慮した事業を展開しながら、夢のある地球環境
を次世代に引き継いでいくため、廃棄物の再資源化、有
効利用に取り組んでいます。

▲作業を監督する大友憲昭さん（写真右）
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（
斎
藤
）
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●小国町役場　☎62－2111㈹fax62－5464
●総務課（行政管理担当／管財・危機管理担当／財政担当）　☎62－2112　●総合政策課　☎62－2264
●会計室　☎62－2406　●観光経済室　☎62－2416　●農林振興室　☎62－2408
●住民窓口担当・町民生活担当　☎62－2260　●国保医療担当　☎62－2261　●税政管理室　☎62－2403
●建設管理室　☎62－2431　●建設技術室　☎62－2432　●議会事務局　☎62－2448



ドローンがみた、ドローンがみた、
おぐにの風景おぐにの風景 No.8

⑧「朴ノ木峠朝日連峰展望台から」
　「霧の中より昇る陽が　われらの校舎照らすとき　授業始めの鐘がなる」。これは小国中学校
の校歌の一部です。周囲を山々に囲まれた小国町。春や秋などに放射冷却や前日との気温差、
湿度などの気象条件が整うことで、盆地特有の濃い霧が発生します。その濃い霧を上から眺
めることができる場所のひとつが朴ノ木峠の朝日連峰展望台です。条件が整い、夜明けから
早朝であれば一面に雲海が広がります。この日は、町中心部の霧が徐々に晴れる中、奥にはうっ
すらと雪をかぶった朝日連峰が雄大にたたずんでいます。大自然に囲まれた小国町だからこ
そ生まれるさまざまな景色を探してみてはいかがですか。

広報おぐに　2019.12
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